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　HesseのGaienhofen時代は, 1904年に始まり, 1911年の印度族行に旅ろ足掛８年間に亘る．
此処に此の時代を取り上げずこのは，此の時代の体験が，彼の人生観に具え了こ著しい影響に就で述ぺ
ろ協である．勿論，人間の本質的な「考え方」は，一生の中に余り変化すろものではない. Hesse
の場合も，後期の作品に含まれている種々の思想が，其の初期の作品にも，意識の程度の差はあ,れ
見受けられる．併し√作家の場合，思想そのものよりも，其の思想炉作家の体験にどれだけ裏附け
られ，実感を件って表現されているか炉大事なのである. Hesseの作品を通して読む時，同じ様な
Thema,同じ様な思想炉，繰返し巻返し取扱われている．例えば･Polaritatの問題にしても.
Edmund Gnefkow は此の現象を, Harmonieを中心点として，対立する多くの極を通って同心
円を画きな炉ら窄まって行く螺旋述動に例えているが，次の様に見る事が出来る．
　彼の或作品を取上げると，其処にTheseと八ntitheseの葛藤が画かれ，其処からＳｙｎtｈｅｓｅ.炉引
出されている．其の葛藤は，彼の体験に裏附けられ了二具体性を持っているが, Syntheseの方は未
だ観念的である．此のSyntheseの所から次の彼の生活が始まると，又ＡｎtitｈｅＳｅ炉加わって葛藤
を生じる.すると其の新しい体験;こよって，前の作品の観念的な部分を書き直して新にSyntheseを
書く．斯うして,体験の喪附けの場所の前進すがこっれて後退して行く最後のSynthese (Harmonie)･
に向って書き統けていると.
　Gaienhofen時代は，丁度彼の最初の結婚生活の時期に当っていて，此の体験が，幸であれ不幸
であれ，彼の思想に大きな影響を具えない筈はなかっ7こ.
‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　14歳の少年･HessejbS MaulbronnのSeminarを逃げ出し’てからは，転･々と学校を移し，職を
変え，苦難に充ち7こ時代であっ了こ．幼年時代の温床から，冷い社会の風に晒される時，幻滅と，弧
掲と反抗とを感じる．人生は自分を愛しているものだとのみ思っていずこのに，そう云う受動的な，
利己的な愛は青春と共に次々と泡沫の如く消えて行く．すると，未だ人生の自分に対する愛を諦
め切れぬ気持は，其の責を他に負わせて，「拗ねる」と云う甘い反抗の態度を取る．頼るべきもの
を失っすこ失望と，誰にも理解されないと感ずろ孤褐感に苦しむ．少年時代の雲の様な憧憬が，斯う
云う柵に突き当っすこ時，反省炉行われ，慾求の阻止された所から，啓術炉始まる. Hesseに於ては
"Lauscher”が生れ, "schlaflose Nachte” 炉続い7こ．そして来し方を振り返へってみると，其処，
には沢山の美しい花が暁いていすこ様に思い返へされる．「後向き」の憧憬が始まる．しかし，一歩
一歩過去に歩みを返へしてみると，其の花は無意にも移ろうていて見る影も無い．過去を葬って歩
く寒λとし7こ悲哀があるば力うである．現在への失望は，在りし日の姿を一暦晶華して，悲しさは
更に深まる. Hesseの初期の作品に多い幼年時代への回想は，斯かる郷愁の反拐であり，回向の巡
祀行であって，実感を盛っている．移ろい易きものに美を認め，夏の夜室に消える花火を美しきも
のの象徴と見る彼の美観は後迄励く. Basel時代の最後を飾る‘"Peter. Camenzind”は√其の第４
章迄，上の如き体験に裏附けられている.
　Das war die Geschichte meiner Tugend. Es scheint mir. wenn ich es iiberdehke, als
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sei kurz wie eine Sommernacht gewesen. Ein wenig Musik, ein wenig Geist, ein wenig
Liebe, ein wenig Eitelkeit ― aber es war sohfin, reich und farbig wie ein eleusisches
Fest. Und erlosch schnell und armselig wie eiぶ‘Licht im Wind.
　　そう云う青春の行詰りを打開する方法として, Hesseは能動的な愛を取り上げ了こ. Franz von
Assisi ii^当時のHesseの心に大きな位置を占め7こ所以である. "Peter Camenzind” の第５章以
下に於て，父親・病気の娘Agi,個信のBoppiに対して此の試みがなされる．後に"Gertrud”の中
でも主人公がPrazeptorのLohseに脱力ヽれて，自我を捨て吉他を愛する事により，青年の絶望を
説しようと試みる同じＴｈｅｍａ炉使われている. "Peter Camenzind” を書い7･こ時のHesseの実感
は，青春の侈さと，能動的な愛により狐褐と都会生活の虚無感から救われようとする希望と迄であ
って，実行は其の後に残る問題であっ7二. Camenzindはそういう決意を抱いて生れ故郷Nimikon
へ帰っ7こ. Hesseは妻を娶ってBodensee湖畔のGaienhofenへ居を移した．人を愛する篤に.
　Gaienhofenに移る今一つの動機は, Hugo Ball共他のHesse研究書炉用いている"Burger”と
”Wanderer”の関係から説明する事が出来る．都会の暦術家達の間に交って，倣然とPhilister共
を見下してい7こLauscher”の時代は，何物にも束縛されない，精榊の自由を高唱する"Wanderer”
の時代であっ7こ．併し正に其の時代に，一方では根無し草の様に軽薄な，褐りよ炉りの現実の文化
人，曇術家等の社会("Glasperlenspiel”の中でばFeuilleton”の祗会と評していて，短篇"Die
Weltverbesserer”等にもＨｅＳＳｅ炉一時身を置い7こそういう社会が画かれている．）から堅実な市民
遮会へ，狐褐な"Wanderer”の生活から，温い"Burger”の生活への憧憬炉強く浙していすこので
　ある．作家としての名声炉漸く頴われて来ると，今迄冷7こかっ北周囲の眼も変って来，頑な反抗心
　も周囲からの笑い力ヽけに逢っては柔らぎ，作家としての生活の見通しが立つに至って, Hesseは市
民生活の中に，前記の愛を実現すべくGaienhofenに一家を構え7このである．　　　　･．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ
　以上の如き動機で始められすこGaienhofenの市民的生活ぼどうであう7こか／
Mein auBeres Leben verlief nun eine gute VVeile ruhig und angenehm。Ich hatte Frau,
Kinder, Haus und Garten. Ioh schrieb meine Biicher, ich gait fiir einen liebenswiirdigen
Dichter und lebte mit der Welt in Frieden. ……八lies schien in Ordnung zu sein.
　此の時期に関するHesse自身ﾌﾞ') "KurzgefaBter Lebenslauf" (Die neue Rundschau ｘｘχ VI .
Jahrgang Bd. 2, 1925)の筆は極めて短い．それでも"mein auBeres Leben”と言い"alles schien
………”とi曳している. "ruhig und angenehm”な”ａｕ恥res Leben” の内にばMann und
Frau”, "Sein und Werden”， "Mutter und Vater”, "Burger ujid Wanderer”等の心の葛藤
が渦巻いていた. 1912～13年に書かれfこRoBhalde”は此の間の消息を映しており, 1907～14年に
書かれ7二"Knulp”には早くh "Wanderer”炉羽扨き始めている. 1911年, Goetheのイタリー旅
行に擬らえられる印度への旅によって実質的にGaienhofenの市民的生活は清算され, 1914年彼め
最初の結婚は終りを告げすこ．･本研究の意図する所ぽ，其の間の経緯を詮索する事ではなく，此の結
婚生活が彼の|入部に印しすこ痕跡を，作品の中力ヽら拾い上げて=行く毎である．
゜１．魂の孤褐の詔識　　　　　　　　　　　　　　　　　，　●，
　　愛によって新しい生活を打開しようと決意して入っiz Gaienhofenの生活が，其の点でHesse
　に支らしfこものは何であっ7こか．吾川±"RoBhalde”の中でJohann Veraguth i)'-描い了二あの圖を
　児い浮べる．疲れ切った様子の夫婦炉，嬉･々として花を暦しでいる幼兄を中に挿んで，坐している
　■　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　1　rl　　　　　●　　　　　　　　　●構図を．二人の間;こは何の繋がりも無く，光線は晦の首飾りをすべって，幼兇に落ちているのみで
ある．家庭生活とは，お互いの間にむなtJい愛ヴ）仮橋を懸ける.事で疲れて行く二つの採褐な魂の縮
図と映じ7こ. "Knulp”の第二の物語"Meine Erinnerung an Knulp” の中でKnulpは斯う云っ
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ている.
　"Ein ieder Mensch hat seine Seele. die kann ｅr･mit keiner anderen vermischen. Zwei
Menschen kdnnen zueinander gehen,･sie kfinnen miteinanc!er reden und nah beieinander
･sein. Aber ihre Seelen sind　wie Blumen, jede　an　ihrem　Ort　angewurzelt, iind keine
kann zu der. andern kommen, sonst muBte sie ihre Wurzel verlassen, und das kann sie
ben nicht. Die B lumen schicken ihren Duft und ihren Samen aus. weil sie gem
zueinander mOchten ； aber daB ein Same an seine rechte Stelle kommt, dazu kann die
Blume nichts tun. das tut der Wind, und der kommt her und geht hin. wie und wo er
will.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●.
　花粉炉適当な箇所に行着くか否かは風まかせである，と･.云う考えは，ＨｅＳｓｅ炉Ｇａｉｅｎｈｏｆｅｎでの
生活から学んだ敲しい現実である.りごからと云って愛を断念するわけではない．「人間と人間の間
は，どれ程緊密に結ばれていても，其の間には深淵が横わっていて，其の上には，ｊ二だ愛情のみ炉
毎時毎刻庖急の仮橋を懸けて叩）かねばならない．」すごが，それはあく迄も「庶急の仮橋」であっ.で，
それをいっ迄も侍む事は出来ないし，投げ7こ索が対岸に届くかどう加も期待出来ない．愛とは唯
狽えるのみで，報酬を期待すべきでないと云う受悟に到達している．親として，子供，特に幼兇
　(AlbertでなくてPierre)に対する無条件の愛情から体験しfこものであろう..人間の魂と魂の間
の深淵を覗いすこHesseは，孤狽を嘆き悲しむのではなく，狐褐を人間の運命として享ける境地を見
出している.
　Da waren die letzten spielenden Lichter von Jugend und Erwartung ausgelfischt ； aber
er fuhlte die kiihle Isoliertheit und grausame Niiohtemheit nicht wie ein Schrecknis.
　(RoBhalde)ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　其処には運命に対する消極的な　Resignationはなくて，「昂然と，体当りの情熱を誼ぎらせ乍
＿ら，最早や小手調べや，暗中模索は許されなく，一筋の嶮しい道を敢然と上る外ない／新しい生
活」を見据えている．「甘美な黎明である青春」とここにきっぱりと挟別して，「一明るい白墨上の
下に立つ．彼の"Musik des Einsamen” は此の詔識と自促の下に，逢加彼の理想であるMozart
の音察を指向している．あの「"Dialektik des Lebens”(Kierkegaard)の上空に輝く明るさ」をヽ.
2 . Polaritatの認識と傍観者としての自受
　"Lauscher ”時代の遍歴の後に, biirgerlichなもの，母性的なものへの郷愁を抱いて入っ7こ，
■Gaienhofenの生活であっ7こが，何もかも写み込んで，而も後は扉かに澱んでいる淵の様な母性的
な力，既成道徳の枠の中で動いている市民生活は，忽ち自由を求める男性的な力，.”Wanderer”
の魂を再び目受ませる結果となっr;. "Knulp”の第一の物語"Vorfriihling”はHesseの中に潜
むWandererの夢を托して，既に1908年にDie neue Rundschau に掲載されている．又"RoBhalde”
に就いてGnefkowは次の様に述べている.
　Erst "RoBhalde” zeigt 1914 im Werk den zehnjahrigen seelischen Kampf. In dieser
Zeit seirfer ersten Ehe wird dem Dichter　allmahlich　bewuBt, daB　,. die　Spannung
:zwischen Frau und Mann ein uniiberbriickbarer Zwiespalt zwischen Sein und Werden,
zwischen Ruhe und Bewegung, zwischen Harmonie und Disharmonie "(Ball) sein kann.
Sobald der Mensch mit dem Menschen in Kontakt tritt, gerade in der Ehe, vollzieht
≪ich an ihm das Werden, die Geschichte, ０ｂ er will Oder nicht.
　自己の中，及び自己の夕柘こある此の"Spannung”即ち･Polaritatの問題は，此の時期の悩みを
通して，はっきりとHesseの意識の表面に出て来仁．此は後に"Steppenwolf”のMotivとな
って発展する．”Ｓβannung”の意識は同時に何処に身を置いても常に行動する自己を意識して，現
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実に没入出来ない傍観者である自分を認識させ1二. Hesseの過剰な自意識，傍観者の態度はBall
によろ友人Ludwig Finckhとの比較にも良く現れている..
　Sie (Hesse und Finckh) fuhren ein iager -und Fischerleben wie nur Walt Whitman
auf dem Michigansee und Hamsun oben in seiriem Fiorden. Finckh ist dabei sogar der
Lebhaftere, Buntere ； Hesse mehr der Zuschauer und Mitmacher, der scheue Prinz, dem
der schwabische Dialekt und die Kraftworte ntcht ohne weiteres uber die Zunge wollen
; der gerne nach Mdglichkeit Begeisterte, der aber Pausen kennt und. einmal einschn-
append, in seiner tieferen Traumesweise sich gefahrlicher festbe迅t.
　青年Hesse　りとって斯う云う自分の性質は苦痛であっ7こ．併じWanderer”の生活に良人出来
すして逃れ7二Gaienhofenの"Burger”の生活に，矢張り没入し得ずして苦汁を嘗め了こ今，結局
傍観考炉自分に典えられ7こ運命だと自受し7こ．左顧右防の日和見を捨てて鸚術家としての受悟炉坐
っ7二．それは家庭を清算し了こRoBhalde”の主人公の自受に現れている.
　Was ihm blieb. das war seine Kunst, der er sich nie so sicher gefiihlt hatte wie eben
jetzt.Ihm blieb der Trost der DrauBenbleibender, denen es nicht gegeben ist. das Lebea
selber an sich zu reiBen und auszutrinken ；ihm blieb die　seltsame, kiihle, dennoch
unbandige Leidenschaft des Sehens, des Beobachtens und heimlich- stolzen Mitschaff ens.
　1919年"Die Briider Karamasoff Oder Der Untergang Europas” と云う小論の冒頭のmottc
　　Nichts ist auBen, nichts ist innen
　　denn was auBen ist. ist innen　　　　　　　　　　　’
の思想は此の失敗だっﾌﾆGaienhofen時代の生活から得られ仁ものと言えよう. Knulpの最後に
於ける紳との和解は己の運命との和解であろ. Hesseにとって運命とは自己の内的な自我であり，
それは同時に又紳である．意識的なものも無意識的なものも含めて自我が吾･々を導く紳であり，そ
の展開炉吾･々の運命である．此処に於てKnulpは自己の運命に対し, "Ja, es ist alles. wie es
sein soil”と肯定する．此の認識がや炉でDemian”に始まる自己の内面に潜むものの探求となり
"Weg nach Innen”に繋がって行く．以上がGaienhofenの体験がHesseに具え7二影響であ
ろ．それは薄明りの青春から，冷徹な批年への踏台となっ7こ.
　Das war der Rest und der Wert seines ｍ迅gliickten Lebens, diese unbeirrbare Eins-
amkeit und kalte Lust des Darstellens, rnd diesem stern ohne Abwege zu folgen, war
nxin sein Schicksal.
　RoBhaldeの一節は本論の結論を簡明に述べて災れている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年10月30日受理）
